
             

【教材・教具名】  

ボウリング傾斜台 

【教科・領域】 

生単・体育・自立活動 

    【教材の使用材料】 

            ・ボウリング傾斜台 

            ・段ボール 

・ピン（ペットボトル利用） 

・ボール（籠付き）バスケットボールやバレー 

ボールを使うとよりよいです。           

【ねらい】 

・ボールを転がすのが難しい児童生徒でも、ピンを倒すことができるように

なる。 

・キャリア教育「たのしむ力」を身につける。 

●使用方法 

①傾斜台と段ボールをセットする。 

②籠にボールを入れておく。 

③ピンを立てる。 

③籠からボールを一つ取り出し、段ボールの 

 中に落とす。 

④ボールが傾斜台に沿ってピンに向かいピンを 

倒す。 

 

●工夫した所 

・傾斜台を折りたたみにした。 

・段ボールにボールを入れれば、必ず傾斜台に 

沿ってボールが落ちるようにした。 

●効果 

・ボールを投げられない障害があっても傾斜台を 

使うことでボウリングを楽しむことができる。 

・ピンがたくさん倒れると喜ぶ。 

・立つ・しゃがむ・つかむ・移動する・入れる・ 

見るなどの一連の動作が主体的にできる。 

・全部倒そうと何回もやろうと意欲的に取り組め 

る。 

・チーム対抗にすると競争心が芽生える。 
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